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市
か
ら
成
る

ぞ
う
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い
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あ
と

こ
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櫛
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後
、旧
陸
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の
造
兵
廠
跡
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揚
げ
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や
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員
軍
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隣
地
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植
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拓
し
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。

　
開
拓
と
い
っ
て
も
、
当
時
は
頼
れ
る
機
械
も

な
く
、
文
字
通
り
開
墾
鍬
ひ
と
つ
で
雑
木
林
を

１
本
１
本
抜
根
し
、
切
り
拓
い
て
畑
を
つ
く
っ

て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
地
勢
上
、
遊

水
池
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
の
地

か

ん

ば

つ

は
、毎
年
の
よ
う
に
旱
魃
、水
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
た
。初
代
入
植
者
た
ち
が
折
に
ふ
れ
、そ
の
悲

惨
の
度
合
い
を
競
う
か
の
よ
う
に
語
る
、
数
々

野澤明廣（用土・櫛挽）

の
天
災
に
よ
る
被
害
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
い
た

の
を
幼
心
に
覚
え
て
い
る
。
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入
植
者
の
悲
願
で
あ
っ
た
畑
地
の
灌
漑
設
備

が
入
植
後
約
20
年
を
経
て
完
成
し
た
後
、
旱
魃

の
被
害
は
な
く
な
り
、
さ
ら
に
約
20
年
を
経
た

昭
和
の
終
わ
り
に
は
立
派
な
排
水
路
も
完
備
さ

れ
、
つ
い
に
水
害
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。

　
一
応
の
生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
一
段
落
つ
い

た
現
在
、激
動
の
戦
中
戦
後
を
、夢
と
希
望
を
失
わ

ず
不
屈
の
精
神
で
生
き
抜
い
た
初
代
入
植
者
の

多
く
は
す
で
に
こ
の
世
を
去
り
、開
拓
時
代
の
悪

戦
苦
闘
を
語
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
今
、開
拓
２
世
と
し
て
、こ
の
平
和
で
穏
や
か

な
緑
多
き
大
地
を
残
し
て
く
れ
た
先
人
の
苦
労

に
感
謝
し
つ
つ
、
そ
の
不
屈
の
開
拓
者
魂
を
後

世
に
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

防風林と水路が織りなす櫛挽地区の景観防風林と水路が織りなす櫛挽地区の景観
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寄
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町
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よ
り
﹂
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

「進む議会改革」…９月議会…

議会改革検討委員会の決定を受け
て、今議会から決算の審議は決算審
査特別委員会（各委員会の代表 計７

名）ではなく、本会議にて全議員で行
うことになりました。早速 今議会で
は、全議員から活発な質疑・意見が出
されました。本会議では傍聴もでき
ますので、今後もふるってお出かけ
ください。（岡本）
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8月24日、町議会議員は、寄居の夏の

風物詩ともなったまちおこしイベン

ト「荒川いかだ下り」に今年も参加し

ました。あいにくの天候や難所の流れ

もものともせず、議会艇は無事完漕を

果たすことができました。

8月23日には、本田技研工業(株)・狭

山市が都市対抗野球に出場したこと

から、ホンダ工場立地支援委員会で

は、東京ドームへ応援に駆けつけま

した。その甲斐あってか、同チームは

順調に勝ち進み、ベスト４に進出、今

後を期待させる結果となりました。


